
※
円
内
は
海
渡
雄
一
弁
護
士

主
催
者
を
代
表
し
て
区
内
在
住

の
落
語
家
、
古
今
亭
菊
千
代
さ
ん

が
「
と
っ
て
も
危
な
い
政
権
下
で

こ
ん
な
法
律
が
通
っ
た
ら
大
変
。

ま
だ
内
容
が
わ
か
っ
て
い
な
い
人

に
ど
う
話
し
た
ら
良
い
か
、
今
日

は
勉
強
し
た
い
」
と
開
会
挨
拶
し

ま
し
た
。

講
師
の
海
渡
雄
一
氏
は
秘
密
保

護
法
反
対
や
脱
原
発
問
題
で
も
活

躍
し
て
い
る
弁
護
士
。
「
共
謀
罪

に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
」
の
詳
し
い

レ
ジ
メ
と
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
戦

時
下
の
「
治
安
維
持
法
」
と
の
条

文
比
較
も
し
な
が
ら
、
「
お
花
見

の
下
見
と
犯
罪
現
場
の
下
見
と
ど

う
区
別
？
」
な
ど
、
分
か
り
や
す

い
事
例
を
次
々
と
示
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
犯
罪
の
実
行
が
な
く
て

も
「
共
謀
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
の

意
味
」
、
話
し
合
う
内
容
を
監
視

さ
れ
る
社
会
は
「
民
主
主
義
の
死
」

で
あ
る
こ
と
を
解
き
明
か
し
ま
し

た
。海

渡
氏
は
運
動
を
大
き
く
広
げ

る
た
め
に
、
「
（
携
帯
や
ス
マ
ホ

の
）
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
で
き
な
い
共
謀

罪
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
提
案
し
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶
で
は
、
「
安
倍
政
権

の
終
わ
り
の
始
ま
り
に
し
て
い
こ

う
」
「
下
町
の
意
気
込
み
を
示
し

て
署
名
や
つ
ど
い
な
ど
の
運
動
を

広
げ
、
必
ず
廃
案
に
」
と
行
動
が

呼
び
か
け
ら
れ
、
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
役
員
、
代
議
員
及

び
特
別
代
議
員
な
ど
約
１
５
０

名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
茂
呂
裕
一
書
記
長
が

基
調
報
告
を
行
い
、
２
０
１
６

年
度
運
動
の
総
括
と
情
勢
報
告
、

２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
案
を

提
案
。

特
に
新
年
度
の
方
針
と
し
て
、

守
り
だ
け
で
な
く
、
攻
め
が
肝
心

で
、
新
た
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
、
そ

の
第
一
と
し
て
、
他
団
体
や
他
産

業
を
巻
き
込
ん
だ
公
契
約
条
例
制

定
の
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
会
は
午
後
、
運
動
の
総
括
及

び
方
針
案
、
２
０
１
６
年
度
決
算

及
び
２
０
１
７
年
度
予
算
案
を
採

択
、
こ
れ
に
伴
い
、
１
９
９
８
年

以
来
と
な
る
支
部
組
合
費
の
改
定

（
６
月
納
入
分
か
ら
３
０
０
円
値

上
げ
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
は
役
員
改
選
を
行

い
、
新
し
い
執
行
委
員
長
に
大
木

栄
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
注
）
公
契
約
条
例
は
、
公
共
事

業
で
働
く
労
働
者
に
賃
金
の
最
低

基
準
額
を
条
例
で
保
証
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。

４
月
15
日
、
ふ
れ
あ
い
工
房

（
千
石
）
で
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議

を
迎
え
て
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転

問
題
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
ぜ
上
都
議
は
自
公
都
議
な
ど

「
築
地
は
危
険
だ
」
「
６
千
億
円

が
ム
ダ
に
な
る
」
な
ど
と
宣
伝
し

て
い
ま
す
が
、
戦
後
築
地
に
は
、

進
駐
軍
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
で

は
溶
剤
の
垂
れ

流
し
は
な
く
、

豊
洲
の
東
京
ガ

ス
跡
地
は
垂
れ

流
し
て
い
た
な

ど
、
資
料
を
示

し
詳
し
く
反
論

し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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今
年
は
例
年
に
な
く
桜

の
花
が
長
持
ち
し
て
、

各
地
で
陽
気
な
花
見
の

宴
が
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
▼
森
友
問
題
か
ら
あ
ぶ

り
だ
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
真
実
は
、

ア
ベ
政
治
を
す
す
め
て
い
る
政
治

家
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
戦
後

の
国
会
で
失
効
・
排
除
さ
れ
た
教

育
勅
語
で
あ
る
こ
と
で
す
▼
１
８

８
９
（
明
治
22
）
年
、
大
日
本
帝

国
憲
法
で
「
天
皇
ハ
陸
海
軍
ヲ
統

帥
ス
」
と
し
た
翌
年
に
発
布
さ
れ

た
こ
の
勅
語
は
、
１
８
９
４
年
の

日
清
戦
争
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
る

侵
略
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た
「
臣

民
」
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
学
校

教
育
で
子
ど
も
た
ち
に
す
り
こ
ま

れ
ま
し
た
▼
３
月
31
日
、
安
倍
内

閣
は
教
育
勅
語
を
「
教
材
」
に
す

る
答
弁
書
を
閣
議
決
定
。
同
日
告

示
さ
れ
た
文
科
省
の
中
学
校
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、
保
健
体
育
の

選
択
教
科
に
「
柔
剣
道
」
が
加
え

ら
れ
ま
す
。
戦
前
の
軍
事
教
練
を

知
ら
な
く
て
も
慄
然
と
す
る
事
態

で
し
ょ
う
▼
い
ま
国
会
で
は
、
テ

ロ
対
策
を
名
目
に
現
代
版
治
安
維

持
法
の
共
謀
罪
の
審
議
入
り
が
強

行
。
江
東
革
新
懇
学
習
会
で
山
口

二
郎
教
授
は
「
ア
ベ
化
」
と
は
虚

言
・
デ
マ
を
た
め
ら
わ
な
い
。
ウ

ソ
が
ば
れ
て
も
、
恥
ず
か
し
く
な

い
等
と
糾
し
ま
し
た
。
独
裁
者
の

監
視
社
会
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ

ル
「
１
９
８
４
年
」
）
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
戦
争
は
平
和
」
「
自
由

は
屈
従
」
「
無
知
は
力
」
で
す
。

４
・
７
市
民
学
習
集
会
か
ら
ひ
ろ

が
る
共
謀
罪
廃
案
の
た
め
の
市
民

と
野
党
の
共
同
こ
そ
が
希
望
で
す
。

突
然
の
失
業
や
倒
産
・
廃
業
な

ど
で
収
入
が
激
減
し
、
住
民
税

（
都
税
、
区
税
）
や
国
民
健
康
保

険
料
な
ど
を
払
え
な
く
な
る
人

（
滞
納
者
）
が
増
え
て
い
ま
す
。

法
律
で
は
滞
納
者
に
対
し
て
生

活
実
態
な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
っ

て
、
生
活
を
追
い
つ
め
る
よ
う
な

取
り
立
て
を
行
わ
な
い
よ
う
に
定

め
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
児
童
手

当
や
生
活
保
護
費
は
差
し
押
さ
え

禁
止
。
年
金
や
給
与
は
差
し
押
さ

え
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
江
東
区
は
、
給
与
や

年
金
の
金
額
が
少
な
す
ぎ
て
直
接

差
し
押
さ
え
が
で
き
な
い
場
合
で

も
、
「
銀
行
口
座
に
入
っ
た
も
の

は
一
般
財
産
だ
」
と
の
屁
理
屈
で

全
額
差
し
押
さ
え
る
違
法
行
為
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
家
族
３
人
が
暮
ら
す

の
に
必
要
な
最
低
限
（
生
活
保
護

基
準
）
の
金
額
に
満
た
な
い
給
与

を
全
額
差
し
押
さ
え
、
「
た
と
え

２
千
円
で
も
払
わ
な
け
れ
ば
差
し

押
さ
え
を
解
除
し
な
い
」
と
言
わ

れ
、
分
割
で
の
支
払
い
を
約
束
さ

せ
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
明
ら

か
に
国
税
徴
収
法
に
も
地
方
税
法

に
も
違
反
す
る
行
為
で
す
。

税
金
や
国
民
健
康
保
険
料
は
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
暮

ら
し
が
つ
ま
づ
き
滞
納
し
た
時
は
、

丁
寧
な
支
援
が
必
要
で
す
。
ま
た

督
促
状
が
来
た
ら
、
お
金
が
な
い

か
ら
と
放
置
し
な
い
こ
と
が
大
事

で
す
。

区
役
所
な
ど
か
ら
税
金
や
国
民

健
康
保
険
料
の
支
払
い
を
求
め
る

督
促
状
が
来
た
ら
、
急
い
で
区
役

所
の
日
本
共
産
党
区
議
団
控
室
に

電
話
（
03
・
３
６
４
７
・
３
６
５

１
）
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
第
一
回
定
例
会
》

区
税
、
国
民
健
康
保
険
料
滞
納
者
へ
の

違
法
な
差
し
押
さ
え
や
め
よ

区
の
違
法
な
差
し
押
さ
え

４

月

７

日

夜

、

戦

争

法

ぶ

っ

潰

せ

江

東

行

動

実

行

委

員

会

、

戦

争

法

の

廃

止

を

求

め

る

砂

町

の

会

、

同

大

島

の

会

、

マ

マ

の

会

な

ど

の

市

民

団

体

や

労

組

、

個

人

が

参

加

す

る

実

行

委

員

会

主

催

の

「

危

な

い

ぞ

！

共

謀

罪

４

・

７

市

民

学

習

会

in
江

東

」

が

深

川

江

戸

資

料

館

で

開

催

さ

れ

２

７

０

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

日

本

共

産

党

、

市

民

の

声

の

区

議

８

人

も

参

加

し

、

紹

介
さ

れ

ま

し

た

。

東

京

土

建

一

般

労

働

組

合

江

東

支

部

第

62
回

定

期

大

会

が

、

４

月

９

日

砂

町

文
化

セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

ま

し
た

。

税
金
や
保
険
料
の
督
促
状

共
産
党
区
議
団
に
相
談
を

《
東
京
土
建
支
部
が
定
期
大
会
》

公
契
約
条
例
制
定
へ
運
動

豊
洲
問

題
を
考

え
る
会

が
学
習

会

「
ど
う
な
る
の
か

豊
洲
移
転
問
題
」



岩
田
さ
ん
は
、
「
押
し
つ

け
憲
法
」
論
の
過
ち
を
批
判

し
、
膨
大
な
資
料
を
も
と
に

憲
法
第
９
条
誕
生
ま
で
の
歴

史
を
た
ど
り
な
が
ら
解
明
し

ま
し
た
。

「
戦
後
、
１
９
４
５
年
９

月
か
ら
数
多
く
の
憲
法
改
正

草
案
・
提
言
が
出
さ
れ
た
」

「
保
守
的
な
憲
法
草
案
も

あ
っ
た
が
、
同
年

12
月

26

日
に
出
さ
れ
た
民
間
研
究
団

体
・
憲
法
研
究
会
の
『
憲
法

草
案
要
綱
』
は
注
目
さ
れ
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
れ
を
大
い
に
参

考
に
し
、
翌
年
２
月

13
日
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
憲
法
草
案
が
出
さ
れ

た
」

「

３
月
６
日
、
日
本
政
府

が

11
章

95
条

か
ら
な
る

『
憲
法
改
正
草
案
要
綱
』
を

発
表
。
各
党
の
議
員
と
政
府

の
間
で
の
自
主
的
な
、
そ
し

て
真
剣
な
論
議
に
よ
り
、
戦

争
へ
の
反
省
に
基
づ
い
て
憲

法
第
９
条
が
で
き
た
」
と
、

各
種
の
資
料
を
引
用
し
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
岩
田
さ
ん
は
「
平

和
憲
法
の
先
駆
性
を
明
ら
か

に
し
、
憲
法
改
悪
に
真
っ
向

か
ら
反
対
し
て
第
９
条
を
守

る
運
動
を
広
げ
よ
う
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

最
後
に
主
催
者
か
ら
「
第

９
条
」
が
改
め
て
読
み
上
げ

ら
れ
、
「
こ
れ
を
私
た
ち
の

宝
と
し
て
ず
っ
と
守
り
通
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
『
南
砂
団
地
９
条
の
会
』

の
賛
同
者
を
さ
ら
に
増
や
し

発
展
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
が

あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
船
乗
り
の

９
条
の
会
で
す
」
と
口
火
を

切
っ
た
平
山
氏
は
、
「
太
平

洋
戦
争
で
日
本
の
商
船
隊
は

壊
滅
、
戦
争
直
後
は
、
海
外

の
日
本
人
の
引
揚
げ
に
動
員

さ
れ
、
戦
後
も
機
雷
封
鎖
な

ど
戦
争
の
爪
痕
が
残
る
海
で

多
く
の
船
員
が
犠
牲
に
な
っ

た
」
こ
と
を
強
調
し
、
政
府

の
有
事
法
制
制
定
の
経
過
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

１
９
６
５
年
の
朝
鮮
半

島
有
事
の
際
に
自
衛
隊
の

「
三
矢
作
戦
」
が
明
る
み
に

な
っ
た
以
後
、
政
府
は
本

格
的
に
有
事
法
制
の
研
究

を
開
始
。
安
倍
内
閣
に
な

り
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
を
閣
議
決
定
し
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
の
機
雷
封
鎖
に

対
応
す
る
と
し
て
海
上
自

衛
隊
の
派
遣
、
ま
た
民
間
商

船
を
共
同
し
て
護
衛
す
る
と

い
う
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

「
昨
年
の
『
予
備
自
衛
官

補
』
制
度
の
導
入
で
戦
争
動

員
体
制
に
船
員
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
う

し
た
こ
と
に
反
対
で
す
。
襲

撃
を
受
け
そ
う
な
商
船
は
、

船
体
に
大
き
な
日
の
丸
を
書

い
て
『
９
条
に
守
ら
れ
た
中

立
国
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
対
応
は
、
日
本
の
船
員

の
誇
り
だ
。
憲
法
９
条
に
こ

そ
希
望
と
未
来
が
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
地
元
亀
戸
９
丁
目
在

住
の
小
形
等
さ
ん
が
、
疎
開

先
か
ら
亀
戸
に
着
い
た
時
の

焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
た
光

景
を
紹
介
し
ま
し
た
。

1960年代の日本経済の高度成長期に
は、さまざまな公害がまき散らされま

した。江東区の夢の島は、かつてはゴ

ミの島でした。

当時の江東区の公害の代表が、夢の

島のハエ騒動でした。1957(昭和32)年、
東京都は夢の島を都内の生ゴミ処理場

として埋立てをおこないました。１日

５千トンもの生ゴミが捨てられ、腐敗

してひどい悪臭をただよわせました。

1965(昭和40)年６月中旬ごろから、
生ゴミの山から発生したハエの大集団

が、近くの南砂町（現東砂６、７丁目）

をおそって、新聞も連日のように報道

しました。

「都のゴミ処理場から大量のハエが

発生、食事も商売もできぬ」「ハエ南

砂町を真黒に襲う～応戦半月、住民が

ＳＯＳ」(読売、６月29日）
テレビの取材や都当局の視察など、

砂町は時の街となりました。

南砂町の学校で最もひどいハエ騒動

にまきこまれたのは、五砂小と二砂中

でした。当時の中学生は次のような作

文を書いています。

「…夢の島というと、ああゴミの島

と口から自然とでてしまう。ゴミがつ

みかさねられ、ものすごいニオイ。そ

こにハエが目をつけないわけがない。

つまり夢の島中心にわきでたハエの大

群が、この南砂町一帯に攻めよせてき

たのだ。…食事時になると、今までい

たハエの数が、二倍にも三倍にもふえ

るのだ。男子の何人かがハエタタキを

片手にハエと戦う。…」

ハエ騒動は薬剤散布では解決できず、

島全体を土で覆い焼却して、７月中旬

にようやくおさまりました。今は生ゴ

ミを埋立てないで、74年に完成した東
洋一の清掃工場で、すべて焼却処理を

しています。

1965年ごろには、江東区は地下水汲
み上げによる地盤沈下や、日本化学南

砂町工場が捨てた廃土の六価クロム公

害が大問題になりました。
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概説

(67)夢 の 島 焼 却 作 戦

３
月

25
日

、
「
南

砂
団
地

９
条

の
会
」

は
江
東

区
文

化
セ
ン

タ
ー
で

憲
法

学
習
会

を
開
催

し
、

40
人
が

参
加

し
ま
し

た
。
憲

法
の

研
究
を

続
け

て
き
た

岩
田
行

雄
さ

ん
が
「

憲
法
９

条
と

日
本
の

平
和

・
安
全

」
と
題

し
て

講
演
し
ま

し
た
。

３

月

26
日
、

「
憲

法
学
習

と
戦

争
体

験
を

聞
く

会
」

が

開
催

さ
れ

、
海

運
９

条
の
会

の
世

話
人

の
平

山
誠

一
氏

が

「
憲

法
施

行

70
年
・

憲
法
９

条
を

語
る

」
を

テ
ー

マ
に

船

員
の

戦
争

体
験

を
通

し
て
「

９
条

に
こ

そ
希

望
と

未
来

が

あ
る
」
と

講
演
し
ま
し

た
。

自 ら の 調 査 資 料 を も と に 講 演 す る 岩 田 行 雄 氏 と 参 加 者

講

演

す

る

平

山

誠

一

氏

４
月
11
日
、
江
東
区
社

会
保
障
推
進
協
議
会
は
総

会
を
東
京
土
建
江
東
支
部

会
館
で
開
催
し
、
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
１
７

年
度
の
方
針
と
予
算
、
役

員
を
確
認
し
ま
し
た
。

国
や
江
東
区
は
憲
法
上

の
生
存
権
を
脅
か
す
ほ
ど
、

年
々
社
会
保
障
を
後
退
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
、
医
療
、
介
護
や

公
務
関
係
の
職
場
か
ら
の

学
習
会
、
映
画
上
映
会
、

相
談
会
、
区
議
会
要
請
な

ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
、

本
年
度
も
憲
法
25
条
を
活

か
し
、
社
会
保
障
改
善
の

地
域
運
動
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
５

月
３
日

（
水
・

祝
）

11
時
〜

◆
憲
法

集
会

（
有

明
防
災
公
園

）

○
５
月
５
日
（
金
・
祝
）

13
時

30
分
〜

◆

語
り

継
ご
う

憲
法
の

こ
こ
ろ

主

催
：
高

校
生
平

和
ゼ
ミ

（

戦
災
資

料
セ
ン

タ
ー
）

○
５

月
６
日

（
土
）

12
時
〜

◆

国
民

平
和
行

進
出
発

集
会

（
第

五
福
竜

丸
展
示

館
前
）

○
５

月

13
日

（
土
）

13
時
〜

14
時

◆

共
謀

罪

NO
！
宣

伝
・
署

名
行
動

（
門
仲
交
差
点
、
豊
洲
ビ
バ
ホ
ー
ム
前
）

○
５

月

14
日

（
日
）

13
時
〜

14
時

◆

共
謀

罪

NO
！
宣

伝
・
署

名
行
動

（
亀

戸
駅
北

口
、
北

砂
ア
リ

オ
前
）

○
５

月

28
日

（
日
）

13
時
〜

◆

江
東

区
労
連

第

27
回

定
期
大

会

（
東
京

土
建
江

東
支
部

会
館
）
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